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三
月
定
例
市
議
会
開
か
る

昭

和

三

十

年

度

予

算

案

等

が

審

議

会
期
は
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

報

昭
和
三
十
年
度
の
予
算
や
、

そ
の
他
の
議
案
を
審
議
す
る
た

め
、
=
一
月
定
例
市
議
会
は
、
十

三
日
か
ら
市
役
所
議
場
で
聞
か

れ
た
が
、

.ま
ず

金
光
市
長
か
ら
提
案
の
昭
和

三
十
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
概

要
次
の
通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
度
予
算
の
編
成

に
当
り
、
最
も
意
を
用
い
た
点

は
財
政
の
計
画
性
、
健
全
性
を

保
持
し
、
政
支
の
均
衡
を
得
な

が
ら
予
算
の
軍
点
施
策
宅
義
を

採
っ
た
こ
と
で
、
地
方
財
政
と

い
え
ど
国
家
財
政
の
一
環
で
あ

り
、
そ
の
枠
内
に
お
い
て
運
営

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

り
苦
心
を
用
し
た
が
、
施
策
の

第
一
は
、
産
業
を
接
興
し
て

市
民
経
済
力
の
培
養
を
基
盤
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
=
は
、
市
の
総
合
開
発
に

関
し
、
前
年
度
に
お
い
て
蒐
集

調
整
し
た
資
軒
に
基
い
て
、
具

体
的
結
論
を
生
み
出
す
と
と
で

あ
る
。第
三
は
、
治
山
治
水
に
併
せ

広市津魚

昭和30年度魚津市歳入歳出予算ー寛
歳入

科 目|金額|比率

市 税1106.460.1011 18.781 

地方交付金 129.000.0001 5.121 

公営企業及び財産牧入 1 8.670.3201. 1 5~ 
分担金及び負担金 1 8.827.8561 1.55: 

使用斜及び手数斜 110.537.7001 1.86: 
国庫支出金 173.993.5521 13.031 

県 支出金1 6.114.7421 1. 0日
寄附金1 7.142.8721. 1.261 

繰 .越金1 2.000 
雑 牧入140.782.6321 7.19 

市 債1275.490.0001 48.59 

合 計 I567.021.775 

て
農
業
水
利
の
向
上
と
電
気
事
新
と
機
構
の
簡
素
化
を
期
す
る

-

0

'

国
家
予
算
と
の
関
係
も
あ
り
、

業

開

発

施

策

の

雄

進

で

あ

る

。

一

こ

と

で

あ

る

一

一

一

前

年

度

事

業

認

匪

額

令

-基
礎
と

第
四
は
、
農
業
生
産
の
飛
躍
一
予
算
の
重
点
的
且
つ
そ
の
効
一

的
増
強
を
期
し
て
農
業
指
導
所
一
率
を
期
し
て
採
っ
た
措
置
と
し
一
し
、
客
観
的
に
可
能
な
見
込
額

一

一

を

計

上

、

市

の

単

独

事

業

に

つ

を
設
置
す
る
a

と
と
。
一
て
は
、
各
種
団
体
の
負
担
金
は
一

一

一

い

て

は

、

起

債

事

情

等

も

充

分

第
五
は
、
魚
津
駅
を
中
心
と
一
原
則
と
し
て
前
年
度
予
算
の
一
一
一
一

一

一

考

慮

に

入

れ

、

緊

念

己

む

を

得

し
た
交
通
路
の
整
備
と
市
街
地
一
割
を
減
じ
、
各
種
団
体
の
主
催
一

一

一

い

も

の

L
み
を
計
上
し
た
。

造
成
計
画
の
推
進
で
あ
る
。
一
に
か
ム
る
経
費
負
担
の
仲
う
研
一

z

一

一

以

上

の

方

針

で

予

算

を

編

成

第
六
は
、
水
族
館
の
整
備
の
一
究
会
、
協
議
会
は
同
一
性
格
の
一

一

一

し

た

が

、

と

の

執

行

に

は

理

解

た
め
別
途
の
施
策
を
進
め
て
い
一
も
の
は
極
力
削
減
し
、
各
種
団
一

一

一

と

忍

耐

で

始

め

て

所

期

の

目

的

る
こ
と
L
漁
業
の
近
代
化
の
た
一
体
に
対
す
る
事
業
助
成
の
域
を
一

一

・

一
か
達
成
で
き
、
各
位
の
一
層
の

め
助
成
策
守
強
化
し
た
こ
と
。
一
脱
し
た
も
の
は
こ
れ
を
打
切
り
一

一

一

協

力

を

得

た

い

。

第
七
は
、
教
育
文
化
施
設
の
改
一
概
ね
前
年
度
の
一
一
一
割
を
減
額
し
一

一

一

現

在

の

地

方

税

制

度

は

極

め

普
充
実
並
び
に
社
会
教
育
の
長
一
た
。
し
か
し
効
率
の
高
い
も
一

一

一

て

弾

力

性

を

欠

き

、

政

府

の

緊

興
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
一
の
、
真
に
止
む
を
得
な
い
も
の
一
縮
政
策
を
経
済
市
場
の
影
響
か

て
は
市
教
育
委
員
会
と
協
力
の
一
に
つ
い
て
は
、
実
情
に
則
す
る
一
ら
所
期
の
財
政
需
要
を
売
さ
れ

も
と
に
、
そ
の
実
を
挙
げ
た
い

ρ
一
ょ
う
措
置
し
た
。
又
市
の
行
う
一
な
く
、
一
般
行
政
費
乃
至
義
務

第
八
は
、
民
生
安
定
の
た
め
一
諸
会
合
の
経
費
は
極
力
縮
減
し
一
費
を
充
足
す
る
程
度
が
限
度
で

社
会
保
障
施
策
の
盤
充
と
失
業
一
た
。
文
事
務
費
に
つ
い
て
も
、
一
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
諸
条
件
の

対
策
事
業
の
強
化
、
更
に
住
宅
一
前
年
度
に
一
大
整
理
を
断
行
し
一
制
約
の
も
色
、
な
お
将
来
の
市

対
策
に
つ
い
て
別
途
な
構
想
で
一
節
減
の
余
地
を
残
し
て
い
な
い
一
の
財
政
計
画
の
健
全
化
に
留
意

進
め
て
い
る
こ
と
。
一
程
度
で
あ
る
が
、
な
お
節
減
を
一
し
、
牧
支
の
調
和
を
図
っ
て
予

第
九
は
、
市
民
の
保
健
衛
生
の
一
計
つ
化
。
し
か
し
電
気
斜
金
等
石
井
を
編
成
し
た
。

向
上
を
期
し
、
上
水
道
事
業
を
一
の
値
上
り
も
あ
り
、
大
巾
の
減
一
と
予
算
説
明
が
あ
っ
た
。

計
画
に
従
い
推
進
ま
た
簡
易
水
一
額
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
一
か
く
L
て
本
年
度
予
算
の
総

道
の
設
置
を
歓
奨
し
て
い
る
o

一
災
害
事
業
費
、
公
共
事
業
費
一
額
は
五
億
六
千
七
百
余
万
円
に

第
十
は
、
市
役
所
の
人
事
刷
及
び
補
助
事
業
費
に
つ
い
て
は
一
達
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ
る

と
二
億
四
千
七
百
余
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
度
予
算
の
大
要

ま
歳

入

予

算

市

貌

l
一
億
四
百
六
万
余
円

で
昨
年
よ
り
約
六
百
七
十
七

万
円
の
増

地
方
交
付
税

l
二
千
九
百
万
円

で
六
百
二
十
万
円
の
減

国
庫
支
出
金

l
七
千
三
百
九
十

九
万
余
円
で
昨
年
よ
り
約
九

千
四
百
七
万
の
減

雑
牧
入

l
四
千
七
十
八
万
余
円

で
昨
年
よ
り
二
千
二
百
七
万

円
の
増
ハ
主
な
も
の
は
負
担

付
寄
附
金
と
償
還
金
)

市

債

l
二
億
七
千
五
百
四
十

九
万
円
で
昨
年
の
四
億
三
千

六
百
二
十
万
円
に
比
べ

一
億
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六
千
七
十
一
万
円
の
滅
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
寄
附
金
で
は

六
百
四
十
六
万
円
の
増
だ
が

公
営
企
業
及
び
財
産
牧
入
並

び
に
分
担
金
及
び
負
担
金
で

ご
千
五
百
四
十
四
万
余
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

出

予

算

歳
出
予
算
の
内
主
な
る
も
の

守
也

市
役
所
聾
l
一
億
六
千
百
八
十

八
万
余
円
起
債
を
財
源
と
す

る
市
庁
舎
新
築
工
事
費
ハ
一

二
四
百
万
円
を
含
む
〉

土
木
随
設
関
係
l
四
千
六
百
六

十
九
万
余
円

ィ
、
道
路
橋
梁
費

二
、
七
六
七
千
円

ロ
、
河
川
費

四
六

O
千
円

ハ
、
港
湾
費丸、

O
O
一
千
円

-
一
、
都
市
計
画
費

ご
、
四

O
六
千
円

ホ
、
災
害
土
木
費

二
七
、
百
三
九
千
円

①
道
路
災
害
復
旧
費

三
、
玉

O
O千
円

①
河
川
災
害
復
旧
費

二
一
、
四

O
O千
円

①
橋
梁
災
害
復
旧
費

九、

一
O
O千
円

へ
、
土
地
区
画
整
理
費

四
、
五
一
五
千
円

水
道
施
設
関
係
1

五
千
三
百
九

十
九
万
余
円

ィ
、
上
水
道
事
業
費

四
四
、
八
八

O
千
円

ロ
、
上
水
道
管
理
費

二
八
七
八
千
円

三
給
水
工
事
費

四
、
五

O
八
千
円

-
一
、
簡
易
水
道
費

二
、
七
二
三
千
円

教
育
施
設
関
係

l
九
千
八
百
八

十
七
万
余
円

ィ
、
小
学
校
費

七
九
、
二
一
五
千
円

①
住
吉
小
学
校
増
築
工
事

費
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設

一

E
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施

生

済

興

査

一

語一

一

所

道

働

出

一

一
会

防

木

育

労

街

経

産

振

調

挙

債

備

一

一

役

水

び

支

一

'
一
'

及

健

業

-
方

計

一

宇

一

会

一

一議

市

消

土

上

数

社

保

産

財

地

統

選

公

諸

予

一

二
一
=
、
=
一
七
三
千
円

@
下
野
方
小
学
校
堵
築
工

事
費三
O
、
八
七
回
千
円

①
片
貝
小
学
校
増
築
工
事

費
二
、
八
二
三
千
円

①
加
積
小
学
校
増
改
築
工

事
費
八
、

C
4ハ
四
千
円

@
経
団
小
学
校
増
改
築
工

.事
費
一
、
四

O
O
千
円

ロ
、
中
学
校
費

ご
=
、

O
四
八
千
円

①
西
部
中
学
校
増
改
築
工

事
費
五
、
八
七

O
千
円

①
東
部
中
学
校
西
布
施
分

校
増
築
工
事
費

一
、
八
七

O
千
円

三

社

会
教
育
費四
七
六
千
円

-
一
、
公
民
館
費
八
三
七
千
円

ホ
、
社
会
体
育
費二
六
四
千
円

へ
、
教
育
諸
費
一
、
五
二
六
千
円

枇
曾
及
び
労
働
施
設
費

l
玉
千

八
百
九
十
三
万
余
円

ィ
、
生
活
保
護
費

==、ニ
O
O千
円

ロ
、
問
童
福
祉
費

玉
、
=
一
六
二
千
円

三
保
育
所
費

、

大
、
一
七
四
千
円

-

F

一
、
母
子
施
設
費

一
、
六
八
九
千
円

ホ
、
住
宅
費
一
回
、

一
五
六
千
円

へ
、
失
業
対
策
費

六
、
一
九
九
千
円

保
健
衛
生
費
l
八
百
四
十
万
余

円イ
、
伝
襲
病
予
防
費
四
九
一
千
円

P

、
品
族
混
虫
駆
除
費

三
九
五
千
円

ハ
、
結
巌
予
防
費

一
、
六
一
六
千
円

-
一
、
火
務
場
費
二
七
三
千
円

ホ
、
清
掃
費豆
、
四
四
入
千
円

産
業
経
済
関
係
!
四
千
六
百
十

四
万
余
円
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